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五
月
一
日
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
ク
ア
ン
チ
で
「
中
部
解
放
四
〇

周
年
記
念
式
典
」が
開
催
さ
れ
、広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会（
Ｈ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
）
か
ら
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ク
ア
ン
チ
は
か
つ
て
軍
事
境
界
線
（
一
七
度
線
）
が
敷
か
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
民
族
を
南
北
に
分
断
す
る
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
最
も

激
し
く
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
闘
わ
れ
た
地
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
解
放
二
年
前
、
そ
の
ク
ア
ン
チ
は
、
一
日
に
「
六
〇

名
が
戦
死
し
た
」
と
い
わ
れ
る
「
ク
ア
ン
チ
古
城
八
一
日
間
の
戦

い
」
で
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の「
戦
争
を
終
結
さ
せ
平
和
を
回
復
す
る
」た
め
の「
ア

メ
リ
カ
軍
の
完
全
撤
退
」
が
盛
ら
れ
た
「
パ
リ
和
平
協
定
」
調
印

と
一
九
七
五
年
四
月
三
〇
日
の
全
土
解
放
へ
の
歩
み
を
切
り
開
い

た
戦
略
的
な
勝
利
を
記
念
す
る
式
典
は
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
フ
ィ

ン
政
治
局
員
を
は
じ
め
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
や
各
省
政
府
首
脳
が
出
席

す
る
盛
大
で
荘
厳
な
式
典
で
し
た
。

式
典
の
前
日
に
は
、
ハ
ノ
イ
の
大
学
か
ら
ク
ア
ン
チ
に
赴
き
、

「
八
一
日
間
の
ク
ア
ン
チ
古
城
戦
」
を
戦
っ
たM

r.D
ung

を
は
じ

め
多
く
の
元
学
生
突
撃
隊
員
と
犠
牲
者
慰
霊
式
に
参
列
し
ま
し
た
。

慰
霊
式
に
は
、
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
奨
学
支
援
金
を
贈
っ
て
い
る
ク
ア

ン
チ
省
少
数
民
族
寄
宿
高
等
学
校
の
生
徒
。
昨
年
秋
、
私
た
ち
が

橋
渡
し
、
東
広
島
市
立
西
条
中
学
校
と
「
姉
妹
校
提
携
協
定
書
」

を
交
わ
し
た
タ
ン
コ
ー
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。八

一
日
間
の
ク
ア
ン
チ
古
城
戦
を
闘
い
、
平
和
を
切
り
開
い
た

元
学
生
突
撃
隊
員
と
次
代
を
切
り
開
く
若
い
子
ど
も
た
ち
が
、
戦

士
の
眠
る
「
古
城
」
に
立
ち
、
誓
い
を
交
わ
す
。

「
中
部
解
放
四
〇
周
年
記
念
」
の
一
連

の
行
事
に
参
加
し
、
何
よ
り
も
激
し
く
過

酷
な
戦
い
と
甚
大
な
犠
牲
の
上
に
も
た
ら

さ
れ
た
解
放
の
歴
史
を
風
化
さ
せ
ず
、
今

な
お
大
地
と
人
々
に
残
っ
て
い
る
戦
傷
を

克
服
し
な
が
ら
豊
か
な
国
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
平
和
へ
の
強

い
意
思
を
感
じ
ま
し
た
。

同
時
に
、捨
て
た
は
ず
の
武
器
を
手
に
、

再
び
過
ち
を
繰
り
返
そ
う
と
す
る
日
本
の

現
状
と
重
ね
、
あ
ら
た
め
て
「
平
和
の
原

点
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
生
き
る
も
の
と
し
て
、

ク
ア
ン
チ
に
学
ば
な
け
れ
ば
と
心
に
刻
み

ま
し
た
。

ク
ア
ン
チ
で
中
部
解
放
四
〇
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
る

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
理
事　

赤
木
　
達
男
　　
　

（
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会　

専
務
理
事
）　
　

持参した折り鶴を慰霊に供える

40周年記念式典の赤木団長（中央）
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第
一
期
奨
学
生
、	

	
	

	
優
秀
な
成
績
で
卒
業

「
中
部
解
放
四
〇
周
年
記
念
式
典
」
の

翌
日
、
五
月
二
日
に
は
、
ク
ア
ン
チ
省
少

数
民
族
寄
宿
高
等
学
校
の
卒
業
式
に
出
席

し
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
に
始
め
た
奨
学
支
援
活

動
、
そ
の
「
第
一
期
奨
学
生
」（
二
〇
名
）

が
、
と
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と

が
リ
ン
校
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ク
ア
ン
チ
省
の
成
績
優
秀
生
に

一
七
名
が
入
り
、
そ
の
成
績
優
秀
上
位
五

名
を
、
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会
か

ら
奨
学
支
援
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
占
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
に

と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
よ
り
も
大
き

な
励
み
で
あ
り
、
喜
び
で
し
た
。
さ
っ
そ

く
『
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り
』
で
報
告
す
る

と
と
も
に
「
第
四
期
サ
ポ
ー
タ
ー
」
募
集

に
入
っ
て
い
ま
す
。

五
〇
年
経
て
、		

	
	

	

な
お
続
く
枯
葉
剤
被
害

今
回
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
こ
と
の
一

つ
が
枯
葉
剤
被
害
の
問
題
で
す
。
五
〇
年

経
た
今
な
お
深
刻
な
被
害
が
続
き
、
三
世

代
か
ら
四
世
代
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
聞

き
、
そ
の
実
態
に
触
れ
ま
し
た
。

現
在
、「
Ｈ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
設
立
五
周
年
記
念

運
動
」
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
設
立

ま
で
の
約
一
〇
年
に
わ
た
る
活
動
の
原
点

は
枯
葉
剤
被
害
の
問
題
で
し
た
。
ま
た
私

自
身
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て

き
た
二
〇
数
年
の
課
題
で
も
あ
り
ま
し

た
。
核
兵
器
の
原
爆
被
害
、
化
学
兵
器
の

枯
葉
剤
被
害
。
と
も
に
二
〇
世
紀
の
戦
争

被
害
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
被
害
の
実
相

に
こ
だ
わ
り
、
告
発
し
続
け
る
こ
と
が
、

こ
れ
ら
大
量
無
差
別
殺
戮
兵
器
を
地
球
上

か
ら
な
く
す
道
で
す
。

七
月
に
は
フ
エ
医
科
薬
科
大
学
の
ニ
ャ

ン
教
授
を
招
き
枯
葉
剤
被
害
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
、
八
月
に
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ベ

ト
ナ
ム
平
和
パ
ネ
ル
展
」
を
、
九
月
に
は

大
阪
総
領
事
を
迎
え
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、

そ
し
て
一
〇
月
に
は
四
回
目
を
数
え
る

「
枯
葉
剤
被
害
児
救
援
の
た
め
の
ベ
ト
ナ

ム
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
は
「
勝
つ
ま
で

戦
う
」
ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
魂
が
宿
っ
て
い

る
所
で
す
。
一
度
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

デ
ィ
エ
ン
（
平
ら
な
）
ビ
エ
ン
（
山
辺

の
）
フ
ー
（
拒
む
）
は
文
字
通
り
「
他
の

侵
入
を
拒
む
山
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
盆
地
」

で
す
。
戦
勝
記
念
碑
が
建
つ
丘
か
ら
一
望

で
き
る
小
さ
な
町
で
す
。

一
九
五
三
年
、
こ
の
小
さ
な
盆
地
に
大

要
塞
を
造
り
、
ベ
ト
ナ
ム
再
侵
略
の
最
後

の
攻
略
に
フ
ラ
ン
ス
軍
は
飛
行
場
二
ケ
所
、

大
砲
四
〇
門
、
兵
士
一
万
六
〇
〇
〇
人
を

集
結
さ
せ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
の
物
量

作
戦
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
大
援
助
が
あ
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
同

年
一
〇
月
に
は
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
が
ニ

ン
ビ
ン
で
、
ま
た
ダ
ニ
エ
ル
最
高
司
令
官

が
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
で
フ
ラ
ン
ス
軍

を
激
励
。
ト
ン
キ
ン
湾
に
は
爆
撃
機
を
搭

載
し
た
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
待
機
し
て
い
ま

し
た
。

最
も
重
大
な
こ
と
は
、
劣
勢
の
フ
ラ
ン

ス
軍
に
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
「
原
子
爆
弾

を
二
個
提
供
す
る
」
と
申
し
出
た
こ
と
で

し
た
。
幸
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ョ
ル
ジ
ユ
・

ビ
ド
ー
外
相
が
こ
れ
を
拒
否
。「
原
爆
投
下
」

は
免
れ
ま
し
た
が
、後
に
ア
メ
リ
カ
は
「
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
枯
葉
剤
」
を
大
量
に
撒
き
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
デ
ィ
エ
ン
ビ

エ
ン
フ
ー
は
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
の
終
焉
地
で

し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
ベ
ト
ナ

ム
侵
略
の
入
口
だ
っ
た
の
で
す
。

デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
の
戦
い
で
、
ホ

ー
チ
ミ
ン
大
統
領
と
ヴ
ォ
・
グ
エ
ン
・
ザ

ッ
プ
将
軍
は
「
ク
ェ
ッ
チ
ェ
ン
・
ク
ェ
ッ

タ
ン
＝
決
戦
決
勝
＝
勝
つ
ま
で
戦
う
」
を

相
言
葉
に
兵
士
を
励
ま
し
ま
し
た
。
盆
地

を
囲
む
山
の
裏
側
で
は
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
人

力
で
戦
車
と
大
砲
を
引
き
上
げ
、
山
頂
か

ら
盆
地
内
の
フ
ラ
ン
ス
軍
に
一
斉
砲
撃
を

加
え
た
の
は
一
九
五
四
年
三
月
一
三
日
。

五
月
七
日
の
総
攻
撃
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
軍

は
降
伏
。
一
万
人
の
兵
士
が
捕
虜
と
な
り

ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
魂
が
宿
る

〜
デ
イ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
を
訪
ね
る
〜

平
松
伴
子

フランス軍司令部跡で

今年の卒業生たちと
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ま
し
た
。
こ
の
時
の
フ
ラ
ン
ス
守
備
隊
長

は
ド
・
カ
ス
ト
リ
。「
カ
ス
ト
リ
」
っ
て
、

酒
好
き
な
人
な
ら
一
度
は
耳
に
し
た
言
葉

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

と
、
こ
こ
ま
で

は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
ク
ェ

ッ
チ
ェ
ン
・
ク
ェ
ッ
タ
ン
」
の
本
当
の
意

味
は
盆
地
を
囲
む
山
中
の
深
く
分
け
入
っ

た
所
に
あ
り
ま
す
。
山
の
裏
側
か
ら
綱
で

戦
車
と
大
砲
を
引
き
上
げ
た
道
は
今
も
狭

く
急
峻
で
、
丸
木
橋
の
か
か
る
危
険
な
所

で
す
。
そ
の
山
中
に
防
空
壕
を
掘
り
、
会

議
室
・
通
信
室
・
休
憩
室
・
台
所
な
ど
を

含
む
司
令
部
を
設
け
、
そ
の
跡
が
各
所
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
司
令
部
を
支
え
た
の
は
少
数
民
族

の
農
民
で
し
た
。
自
転
車
で
三
〇
〇
kg
も

の
物
資
を
運
び
、
米
や
野
菜
を
前
後
の
籠

に
入
れ
て
担
ぎ
、
道
な
き
山
中
を
裸
足
で

司
令
部
ま
で
届
け
た
の
で
す
。
司
令
部
に

向
か
っ
て
延
々
と
続
く
自
転
車
隊
と
籠
隊

の
列
は
、
今
も
写
真
の
中
に
生
き
て
い
ま

す
。「
ク
ェ
ッ
チ
ェ
ン
・
ク
ェ
ッ
タ
ン
」
は

ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
不
屈
な
魂
の
言
葉
と
し

て
、
戦
勝
記
念
碑
の
巨
大
な
銅
像
に
翻
る

旗
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
の
聖
地
で
あ
る
抗
仏
戦
争
記
念
墓
地

に
は
戦
死
者
銘
板
に
各
省
ご
と
の
戦
死
者

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

前
に
あ
る
「
無
名
戦
士
の
墓
」
で
、
一
つ

の
墓
に
一
本
ず
つ
線
香
を
供
え
祈
り
を
捧

げ
て
い
く
女
性
に
遇
い
ま
し
た
。
心
が
震

え
ま
し
た
。

五
月
二
〇
日
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
タ
ン
ソ
ニ

ャ
ッ
ト
空
港
か
ら
直
接
、
学
校
に
到
着
し
た
。

修
了
式
開
始
前
に
、
教
務
室
を
訪
れ
た
。
室
内

の
壁
に
は
「
日
本
語
能
力
試
験
＝
各
レ
ベ
ル
の

標
準
と
得
点
区
分
と
合
否
の
判
例
」
や
「
一
週

時
間
表
」「
人
事
・
機
構
図
式
」「
在
校
学
生
数

の
成
り
行
き
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
張
り
出
さ

れ
て
い
る
。

今
年
は
一
一
人
の
卒
業
生
だ
と
言
う
。
司

会
は
昨
年
と
同
じ
日
本
語
教
師
の
ラ
ン
さ
ん

（D
ang T

hi M
y Lan

）
あ
る
。

修
了
式
は
、
ト
ゥ
ン
副
校
長
に
よ
る
開
会
の

挨
拶
で
始
ま
る
。
続
い
て
大
西
繁
治
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ

理
事
長
の
来
賓
挨
拶
が
あ
り
、
理
事
長
か
ら
は

「
日
本
語
は
決
し
て
や
さ
し
い
外
国
語
で
は
な

い
と
思
う
が
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
は
大
変
感
心

す
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
が
日
本
語
学
校
を
開
い
た
の

は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
両
国
民
の
交
流
が
深

ま
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
の
生
活
・
文
化
に
親

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
だ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
修
了
生
の
皆
さ
ん
に
は
敬
意
を
示

す
と
共
に
、
今
後
に
大
い
に
期
待
を
し
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
ル
オ
ン
校
長
の
「
三
年
間
の
教
育
の

評
価
を
行
な
う
講
評
」
が
、
ル
オ
ン
校
長
お
一

人
で
、
ベ
ト
ナ
ム
語
と
日
本
語
で
交
互
に
話
さ

れ
た
。

「
こ
こ
の
学
校
の
目
標
は
、
三
年
間
の
学
び

の
後
、
資
格
を
取
っ
て
留
学
を
目
指
す
こ
と
。

そ
の
た
め
に
特
別
の
テ
キ
ス
ト
を
つ
く
り
、
実

施
し
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
は
二
四
二
人
の
学

生
で
、
三
〇
人
学
級
を
八
ク
ラ
ス
出
来
た
。
二

〇
〇
八
年
は
こ
こ
の
学
校
だ
け
で
は
な
く
他
の

二
七
の
学
校
か
ら
一
〇
九
人
が
入
り
、
競
争
心

も
出
て
き
て
辞
め
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
き

た
。
二
〇
〇
九
年
は
、
中
学
校
か
ら
高
校
へ
つ

な
ぐ
正
式
の
授
業
と
い
う
こ
と
で
募
集
を
し
、

一
年
で
五
〇
％
、
二
年
で
三
〇
％
の
補
償
金
を

募
り
、
学
校
に
お
い
て
資
格
が
取
れ
た
ら
補
償

金
を
返
還
す
る
と
い
う
奨
学
金
方
式
と
取
っ
て

き
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
三
〇
人
、
二
〇
一
一

年
に
は
一
八
人
、
二
〇
一
二
年
に
は
一
一
人
の

日
本
語
修
学
高
校
生
の
修
了
生
を
出
す
こ
と
が

出
来
た
。

現
在
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
中
学
生
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。
ベ
ト
ナ

ム
と
日
本
の
友
好
の
た
め
に
も
、
親
御
さ
ん
た

ち
の
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
」
と
講
評
さ

れ
た
。

こ
の
後
、一
一
人
の
修
了
生
一
人
一
人
に
「
修

了
証
書
」
と
記
念
の
「
村
山
富
市
記
銘
の
シ
ャ

ー
プ
ペ
ン
」
が
ル
オ
ン
校
長
よ
り
一
人
ひ
と
り

に
手
渡
さ
れ
、
全
員
で
の
記
念
撮
影
と
な
っ
た
。

修
了
生
か
ら
の
「
謝
辞
」
は
チ
ャ
ン
さ
ん
が

「
日
本
留
学
の
説
明
を
し
て
く
れ
る
こ
と
は
あ

り
が
た
い
。
こ
こ
で
勉
強
で
き
た
こ
と
は
親
の

お
か
げ
」
と
話
さ
れ
、在
校
生
の
「
送
る
言
葉
」

は
リ
ン
さ
ん
か
ら
「
努
力
の
連
続
、
継
続
し
た

学
び
の
重
要
性
」
を
話
さ
れ
た
。

修
了
式
終
了
後
の
「
謝
恩
会
」
が
卒
業
生
、

父
母
、
先
生
方
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
団
の
参
加
の
も
と

行
な
わ
れ
た
。
話
は
主
と
し
て
「
留
学
」
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
こ
の
日
参
加
し
た
学
生
の
中
で

は
四
人
の
留
学
希
望
者
が
お
り
、
二
人
は
ベ
ト

ナ
ム
の
大
学
を
出
て
か
ら
日
本
へ
留
学
し
た
い

と
希
望
を
述
べ
て
い
た
。

村
山
日
本
語
学
校

第
三
期
日
本
語
修
学
高
校
生
修
了
式

細
谷
久
美
子

日本語修学高校生育英基金状況

※基金会計年度は９月期首の８月締めで、JVPF会計年度とずれ
があります

2012年5月26日
収入

2010年度個人
2010年度団体
2011年度個人
2011年度団体

計
支出

2010年度送金
2011年度送金

計
【収支計】

1,239,000
180,000
240,000
60,000

1,719,000

1,322,080
375,000

1,697,080
21,920

2011年8月末締め/45人
2011年8月末締め/3団体
2012年5月末現在/15人
2012年5月末現在/1団体

2011年8月末締め
2012年5月末現在

JVPF大西繁治理事長も参列（前右）
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五
月
二
六
日
（
土
）
第
五
回
通
常
総
会
が
ル

ポ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、

砂
川
保
・
副
会
長
の
開
会
挨
拶
を
も
っ
て
、
議

長
に
佐
藤
副
会
長
を
選
出
し
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
提
案
さ
れ
た
二
〇
一
一
年
度
事
業
報
告
、

二
〇
一
二
年
度
事
業
計
画
、
二
〇
一
一
年
度
活

動
計
算
、
二
〇
一
二
年
度
活
動
計
算
計
画
、
役

員
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
改
訂
に
伴
う
定
款
変
更
な

ど
提
案
さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
山
会
長
は
「
障
害
と
困
難
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
運
動
を
広
げ
て

会
員
と
基
盤
拡
大
が
友
好
を
深
め
る
た
め
の
課

題
で
あ
る
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
ド
ァ
ン
・

フ
ァ
ン
・
フ
ン
大
使
も
参
加
さ
れ
来
賓
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。
総
会
後
、平
松
伴
子
会
員
の「
平

和
・
友
好
・
民
族
勲
章
授
章
と
細
谷
久
美
子
会

員
の
「
枯
葉
剤
に
遭
っ
た
子
ど
も
た
ち
」
出
版

を
祝
す
る
懇
親
会
を
催
し
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
事
業
計
画

【
組
織
活
動
】

二
〇
一
二
年
度
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
活
動
開
始
十

二
年
目
と
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
も
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
寄
付
控
除
可
能
な
『
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
を
目
指
し
、
身
の
丈
に
沿
い
な
が
ら
、
一

つ
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①　

支
部
（
あ
る
い
は
友
誼
関
係
組
織
）
づ
く

り
を
促
進
し
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
地
方
と
の
友

好
関
係
あ
る
い
は
縁
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②　

会
員
拡
大
を
進
め
、
基
本
的
に
会
費
を
も

っ
て
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
展

望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
支
部
（
あ

る
い
は
友
誼
関
係
組
織
）

結
成
促
進
と
の
会
員
拡
大

に
か
か
わ
る
、
二
重
会
費

の
問
題
を
整
理
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

③　
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
費

作
り
に
寄
与
し
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
事
業
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

④　

会
報「
ホ
ア
ン
ビ
ン
・

レ
ポ
ー
ト
」
年
二
回
、「
会

員
連
絡
報
」年
二
回
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

【
事
　
業
】

１
、
教
育
支
援
事
業
⑴
─
─
─
小
数
民
族
出
身

高
校
生
奨
学
金
支
援
フ
ウ
ー
ト
省
、
ク
ア
ン

チ
省
、
ニ
イ
ビ
ン
省
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
主
管

団
体
で
管
理
運
営
を
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
、
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
は
ベ
ト
ナ
ム
側
と
の
総
括

的
な
協
議
を
手
助
け
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

同
時
に
、
新
た
に
支
部
あ
る
い
は
友
誼
関

係
組
織
の
ベ
ト
ナ
ム
側
地
方
組
織
と
の
縁
組

を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
奨
学
金
支
援
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
金
事

業
に
付
随
し
た
事
業

と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

の
文
具
会
社
か
ら
申

し
出
の
あ
る
五
〇
万

円
規
模
の
文
具
支
援

を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

２
、
教
育
支
援
事
業
⑵

─
─
─
村
山
記
念
Ｊ

Ｖ
Ｐ
Ｆ
日
本
語
学
校

新
三
カ
年
計
画
に
基
づ
く
「
日
本
語
修
学
高

校
生
育
英
基
金
」を
も
っ
て
支
援
を
継
続
し
、

学
校
運
営
の
自
立
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、基
金
が
目
標
額
に
未
達
成
な
の
で
、

継
続
し
て
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

卒
業
生
の
日
本
留
学
の
た
め
に
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

３
、
国
際
協
力
事
業
⑴
─
─
─
枯
葉
剤
被
害
者

支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
追
跡
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
そ
れ
で
も
私
は
い
き
て
ゆ
く
』
で
の
上
映

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

４
、
国
際
協
力
事
業
⑵
─
─
─
枯
葉
剤
爆
弾
被

2011年度活動計算書（決算）
Ⅰ経常収益
　１、会費収入 770,000
　２、事業収入 1,348,018
　３、補助金収入 0
　４、寄付金 582,000
　５、その他の収入 38,014
　　経常収益計 2,738,032
Ⅱ経常費用
　１、事業費 2,374,100
　２、管理費 983,946
　３、未払金 113,635
　４、借入金返済 0
　　経常費計 3,471,681
　　当期経常増減額 −733,649
Ⅲ経常外収益 0
Ⅳ経常外費用 −1,096,149
　次期繰越正味財産額 −847,771

	2012年度活動予算
Ⅰ経常収益
　１、会費・入会金 735,000
　２、事業収益 3,000,000
　３、その他の収益 50,000
　　経常収益計 3,785,000
Ⅱ経常費用
　１、事業費 2,560,000
　２、管理費 890,000
　　経常費用計 3,450,000
　　当期経常増減額 335,000
Ⅲ経常外収益 305,000
Ⅳ経常外費用 655,401
　　次期繰越正味財産額 −863,172

　
活
動
基
盤
確
立
の
た
め
の
会
員
拡
大
を

2011年会計年度貸借対照表
Ⅰ、資産の部
　１、流動資産　
　　　現金預貯金 25,130
　　　未収会費① 305,000
　　　流動資産計 330,130
　２、固定資産
　　　固定資産計 0
　資産の部計 330,130
Ⅱ、負債の部
　１、流動負債
　　　短期借入金 535,401
　　　会費前受け金 40,000
　　　未払い費用 120,000
　　　流動負債計 695,401
　２、固定負債
　　　長期借入金 120,000
　　　回収不可未収会費 362,500
　　　固定負債計 482,500
　負債の部計 1,177,901
Ⅲ、正味財産の部
　前期繰越正味財産額 248,378
　当期正味財産増減額 −1,096,149
　正味財産額合計 −847,771

第
五
回
通
常
総
会
報
告

来賓挨拶いただけた
ドァン・ファン・フン大使（中央）
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害
者
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

タ
イ
ビ
ン
省
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
、
こ
れ
ま

で
の
廃
品
ビ
ニ
ー
ル
「
エ
ビ
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

製
作
の
支
援
に
加
え
て
、
刺
繍
絵
製
作
支
援

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
各

地
の
名
所
旧
跡
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
刺
繍
絵

製
作
・
買
取
に
協
力
し
ま
す
。

ま
た
、「
滞
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
二
〇
一

二
年
八
月
）、
慰
問
団
派
遣
（
二
〇
一
二
年

一
二
月
）
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

５
、
国
際
協
力
事
業
⑶
─
─
─
ベ
ト
ナ
ム
民
族

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

二
〇
一
二
年
度
は
、
西
日
本
を
中
心
に
開

催
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
は
、
前
年
度
の
収

支
赤
字
を
解
消
し
、
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
へ

の
支
援
金
が
で
き
る
よ
う
開
催
回
数
を
増
や

す
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。　

＊
日
程
予
定

は
、
６
面
参
照

６
、
国
際
協
力
事
業
⑷
─
─
─
会
員
及
び
企
業

の
交
流
支
援
事
業
及
び
事
業
展
開
へ
の
協
力

昨
年
に
引
き
続
き
、
会
員
や
友
好
企
業

な
ど
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
つ
な
が
り
を
手
助
け

し
、
相
互
の
発
展
の
た
め
に
役
立
つ
活
動
を

進
め
ま
す
。

７
、
国
際
交
流
事
業
⑴
─
─
─
い
け
ば
な
交
流

二
〇
一
二
年
一
二
月
、
い
け
ば
な
作
家
・

州
村
衛
香
先
生
の
協
力
を
得
て
、
四
回
目
と

な
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ニ
ン
ビ
ン

省
で
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
い
け
ば
な
交
流
を
通
じ
た
支
援

金
創
出
の
た
め
ハ
ノ
イ
市
女
性
企
業
家
協
会

と
協
力
し
「
い
け
ば
な
交
流
基
金
（
仮
称
）」

設
立
を
目
指
し
ま
す
。

８
、
国
際
協
力
事
業
⑵
─
─
─
村
山
日
本
語
学

校
高
校
生
夏
季
日
本
研
修

体
験
者
が
日
本
留
学
す
る
な
ど
一
定
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
継
続
し
計
画

し
て
い
き
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
役
員

　

会　
　
　

長　
　

村
山
富
市

　

副　

会　

長　
　

川
渕
映
子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
晴
男

　
　
　
　
　
　
　
　

砂
川
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
正
美

　

理　

事　

長　
　

大
西
繁
治

　

副
理
事
長　
　

鎌
田
篤
則

　

事
務
局
長　
　

及
川
光
行

　

事
務
局
次
長　
　

宝
田
公
治

五
月
二
三
日
（
水
）、
一
五
名
の
第
二
期
プ

ー
ト
省
少
数
民
族
高
校
奨
学
生
に
卒
業
記
念
品

の
贈
呈
と
最
も
成
績
優
秀
な
生
徒
二
名
に
特
別

奨
学
金
を
贈
呈
す
る
た
め
に
、
プ
ー
ト
省
少
数

民
族
高
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
の
夏
、
奨
学
金
の
授
与
の
打
合

せ
に
訪
問
し
て
以
来
、
毎
年
二
回
訪
問
し
て
い

る
の
で
、
今
回
で
九
回
目
と
な
る
訪
問
。
卒
業

生
に
記
念
品
を
贈
呈
す
る
た
め
の
訪
問
は
、
昨

年
に
続
い
て
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
卒
業
し
た
生
徒
一
五
名
は
、
ハ
ノ
イ
医

科
大
学
や
フ

ー
ヴ
ァ
ン
大

学
、
ハ
ノ
イ

師
範
大
学
な

ど
九
大
学
に

全
員
進
学
す

る
こ
と
が
出

来
て
校
長
先

生
は
じ
め
教

職
員
の
皆
様

は
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
し

た
。ま

た
、
奨

学
生
を
含
め
て
卒
業
生
一
二
〇
名
の
内
、
七
五

名
が
大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
で
き
た
こ
と
を

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
し
、今
年
の
卒
業
生
は
、

昨
年
の
実
績
を
上
回
る
と
自
信
を
も
っ
て
話
し

て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
成
績
優
秀
で
特
別
奨
学
金
を
贈
呈

し
た
ハ
ー
テ
ィ
キ
ェ
ウ
ア
イ
ン
さ
ん
は
、
財
政

大
学
へ
の
進
学
を
、
デ
ィ
ン
チ
ー
ヴ
ァ
ン
さ
ん

は
、
師
範
大
学
か
医
療
技
術
大
学
へ
進
学
し
た

い
目
標
を
持
っ
て
、
毎
日
五
時
間
の
勉
強
を
し

て
い
る
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
今
年
始
め
て
経
験
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
す
。
奨
学
生
は
、
皆
さ
ん
出
身
の
民

族
が
分
か
る
よ
う
な
服
を
着
て
い
る
が
、
今
回

は
、
同
じ
柄
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
い
る
三
つ
の
集
団
が
あ
り
、大
変
目
立
っ
た
。

そ
の
訳
は
、
卒
業
生
の
四
ク
ラ
ス
の
内
三
ク
ラ

ス
で
、
三
年
間
の
共
同
生
活
の
記
念
品
と
し
て

ク
ラ
ス
全
員
で
考
え
た
ク
ラ
ス
独
自
の
シ
ャ
ツ

を
制
作
し
た
と
話
し
て
い
た
。
日
本
の
高
校
で

は
、
考
え
ら
れ
な
い
全
寮
制
高
校
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

一
五
名
の
第
二
期
フ
ー
ト
省

少
数
民
族
高
校
奨
学
生
の		

	
	

卒
業
を
祝
っ
て

Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
副
会
長　

松
浦
正
美

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ビ
ジ
ョ
ン
理
事
長
）

　拝啓
わたしは、23日に皆様が卒業式においでになるこ

とを聞いてとても嬉しかったです。今日、わたしは
皆さんの健康と幸福を祈念して、初めて手紙を書い
ています。そして、将来、わたしと同じように多く
の学生が奨学金をいただいて、ベトナムと日本の平
和と友好のために役立つことを希望しています。

三年間、わたしは日本のJVPFの方から奨学金をい
ただいて、とても嬉しく感謝しております。わたし
にとって奨学金は大きな意味がありました。奨学金
のおかげで生活のことだけでなく本を買ったり試験
の対策書を買ったり、本当に助かりました。

また、JVPFの方から「優秀者への報奨金」をいた
だけると聞いて涙がでました。なぜなら、わたしの
父は今病気ですので、報奨金のプレゼントはわたし
の心に浸みました。

わたしは、タイグエンの師範大学とハイズゥンの
医療技術大学の試験を受ける予定です。どちらかの
大学に進学する予定です。

わたしはJVPFの方々から援助いただきましたの
で、卒業試験と大学受験試験は必ず張って優秀な成
績をとることを約束します。

敬具　　
2012年5月21日　フートで
皆さんの孫娘　
ディン・チ―・ヴァン（Dinh Thi Van）より

奨学生の卒業生15人の中から優秀な学生に贈られ
る「報奨金」を貰ったディン・チ―・ヴァンさんは、
帰途に着くＪＶＰＦ訪問団に手紙を託してくれました。

今年の奨学生の卒業生たち
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三
月
二
九
日
、
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
平
和

友
好
連
絡
会
議
福
岡
の
結
成
総
会
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
会
長
に
は
福
岡
教
育
大

名
誉
教
授
松
尾
祐
作
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
数
三
五
名
の
小
さ
な
旗
揚
げ
で

す
が
、
今
年
度
中
に
は
五
〇
名
の
会
員
化

を
目
指
し
、
組
織
作
り
を
す
す
め
る
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
二
〇
一
二
年
は
、

二
つ
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
意
思
統
一

し
ま
し
た
。

一
つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ベ
ト
ナ

ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功
と

い
う
こ
と
で
す
。
福
岡
で
は
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
始
め
、
今
年

で
第
六
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
コ
ン

サ
ー
ト
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
、

労
働
組
合
、
個
人
で
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
、
協
賛
金
や
助
成
金
等
を

い
た
だ
き
な
が
ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
三
〇
〇
名
の
参
加
者
を
目
標
に
成

功
さ
せ
よ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
活

動
の
活
発
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
今
年
の

一
〇
月
に
ハ
ノ
イ
大
学
日
本
語
学
部
に
交

流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
開
設
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
日
本
語
学
部
と
の
交
流
を
進
め
て

い
く
中
で
、
交
流
の
拠
点
と
な
る
組
織
が

あ
れ
ば
、
今
後
は
も
っ
と
交
流
が
深
ま
り
、

よ
り
関
係
が
緊
密
に
な
る
の
で
は
と
い
う

こ
と
か
ら
構
想
づ
く
り
が
は
じ
ま
り
、
今

年
に
入
り
、
具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

七
月
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
改
築
工
事
も

は
じ
ま
り
、
一
〇
月
に
は
開
設
す
る
予
定

で
す
。
福
岡
県
と
ハ
ノ
イ
市
は
友
好
姉
妹

都
市
で
あ
り
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
大

学
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
た
ち
が
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆◆◆
掲
示
板
◆◆◆
　

●
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
財
政
の
健
全
化
の
た
め
に
会
員

登
録
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

友
人
、
知
人
へ
の
会
員
拡
大
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
タ
イ
ビ
ン
・
リ
ハ
ビ

リ
施
設
の
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

し
て
「
刺
繍
絵
製
作
支
援
・
購
入
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
地
で

日
本
の
名
所
旧
跡
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
刺
繍
絵
を
製
作
し
、
そ
れ
を
日
本
で
購

入
・
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
す
で
に

広
島
原
爆
ド
ー
ム
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
刺

繍
絵
が
広
島
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
協
会
で

購
入
・
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
埼
玉
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
に
よ
っ
て
「
中
部
ク
ア
ン

ナ
ム
で
の
枯
葉
剤
爆
弾
被
害
者
支
援
訪
問

団
」
が
八
月
一
日
よ
り
、
取
組
ま
れ
、
簡

易
医
療
器
具
な
ど
の
支
援
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
継
続
し
て
き
て
る
タ
イ
ビ
ン
省
リ
ハ
ビ
リ

施
設
で
の
「
タ
イ
ビ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」

が
八
月
一
八
日
～
二
三
日
、
取
組
ま
れ
ま

す
。
参
加
者
募
集
中
で
す
。

●
村
山
日
本
語
学
校
の
日
本
語
修
学
高
校
生

育
英
基
金
の
二
〇
一
二
年
度
（
二
〇
一
二

年
九
月
開
始
）
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も

皆
様
の
協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ｖ
Ｐ
Ｆ
の
協
力
に
よ
っ
て
明
治
大
学
マ

ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
ハ
ノ
イ
公
演
が
二
〇
一

二
年
九
月
一
五
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
二
〇
一
二
ベ
ト
ナ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ャ

リ
テ
イ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
開
催
さ
れ

ま
す
。
開
催
地
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、

開
催
地
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
継
続
し
て
い
ま
し
た
「
い
け
ば
な
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
昨
年
、
開
催

地
の
都
合
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
ニ
ン
ビ
ン
省
で
一
一
月
三
〇
日
、
一

二
月
一
日
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
も
草
月
流
い
け
ば
な
作
家
の
州

村
衛
香
先
生
の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。

日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
連

絡
会
議
福
岡
が
結
成
さ
れ
る

	

高
木
豊
彦

2012ベトナムアンサンブル公演日程
20箇所開催を予定しておりますが、2012年度の公演開催地
が不足しております。募集中の近隣で開催の可能性ありま
したら、是非、ご紹介お願いします。

10月09日（火）
10月10日（水）
10月11日（木）
10月12日（金）
10月13日（土）
10月14日（日）
10月15日（月）
10月16日（火）
10月17日（水）
10月18日（木）
10月19日（金）
10月20日（土）
10月21日（日）
10月22日（月）
10月23日（火）
10月24日（水）
10月25日（木）
10月26日（金）
10月27日（土）
10月28日（日）
10月29日（月）
10月30日（火）
10月31日（水）

開催地募集中
開催地募集中
開催地募集中
福岡市内（確定）
宮崎・日向市／中央公民館ホール
（調整日）
鹿児島・南さつま市／市民会館ホール
宮崎市／市民プラザホール
別府市／別府市中央公民館ホール
熊本・松橋町／ウイング松橋ホール
広島市／アステールプラザ中ホール
開催地募集中
（調整日）
松山市／市民会館中ホール
香川・さぬき市／志度音楽ホール
高知市／県民文化ホール・グリーンホール
開催地募集中
東広島市／特別公演（小中学校）
東広島市／中央生涯学習センター大ホール
（調整日）
さいたま市／市民会館おおみや小ホール
神奈川・藤沢市／市民会館小ホール
東京都内（予定）


